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本研究では、当所で開発した配管減肉モデルを固液混相流体系に適用し、固液混相流条件下の腐食に及ぼ

す固体粒子特性の影響を評価した。 
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1. 緒言 

本研究では、デブリ粉塵を含む固液混相流による配管腐食モデルを構築することを目的としている。本報

では、固体粒子が腐食傾向に与える影響を、本現象に関わる無次元数で整理した。 

2. 固体粒子特性が腐食傾向に与える影響 

固体を粒子群として取り扱う固液混相流モデル[1]ならびに当所の配管減肉評価モデル[2]を用いて、減肉の流

動因子である物質移動係数を評価した。液単相流の直管条件に対する減肉の増倍率（形状係数：Geo）を整理

したところ、図 1 のように固体粒子の流れ場への追従性に関する無次元数（ストークス数：Sk）と流れ場の

相似則に関する無次元数（レイノルズ数：Re）に対して相関を持つことが分かり、配管腐食への固体粒子影

響に関してモデル化の見通しを得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 固体粒子が配管腐食傾向に与える影響（形状係数の傾向評価） 

3. 結論 

固液混相流条件下において、固体粒子が配管腐食傾向に与える影響を評価したところ、減肉量（腐食量）

は固体粒子特性と液相流れに関する無次元数で整理できる見通しを得た。 
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